











































































































本論文では 2016 年 4月から 1年間，客員研究員と
して滞在したアリゾナ大学及び同大光科学部の様々
なアウトリーチ活動や地域との交流活動を紹介し，
地域社会において大学の存在感が大きいことが述べ
られている．講義科目でも学生のアウトリーチ活動
を支援しているほか，まちなかでのサイエンスカフ
ェや数日に渡る種類豊富なホームカミングデーの開
催，キャンパス内の文化的施設でのイベント開催な
ど，教職員のみならず学生も地域社会と向き合う機
会が多数あることが示されている．  
 
【退職教員の寄稿】 
■グルタチオンを利用して，植物体内の重金属動態
を制御する：安全な農作物の栽培方法の確立を目指
して（中村進一） 
食の安全を脅かす問題のひとつに有害重金属元素
であるカドミウムの農作物への蓄積がある．筆者は，
秋田県立大学在職中，生理活性ペプチドの一種であ
るグルタチオンに注目し，カドミウムをできるだけ
含まない，安全な農作物を栽培する技術の確立をめ
ざしてさまざまな研究を行ってきた．本論文ではそ
の研究成果をわかりやすく解説している．筆者らは，
グルタチオンをアブラナの根に部位特異的に施用す
ることによって植物体の地上部へのカドミウムの移
行と蓄積を抑制するという事実を明らかにした．将
来的にはこれらの研究成果を応用することで遺伝子
組み換え技術を利用しない新たな栽培技術を確立す
ることが期待できる． 
 
■ヒマラヤには行ったのか？：ガラパゴス諸島の中
心で，地球貢献をさけぶ（細淵勇人） 
 研究者なら誰でも若い頃に「研究とは何か」「自分
たちのやっている研究に何の意味があるか」などに
ついて大いに議論した経験があるだろう．筆者は本
学に在職中に「建築分野はガラパゴス化している」
という指摘を受け，それをもとに地域貢献とは何か
を自分に問い始める．本エッセイは自己形成のため
に格闘する若い研究者の心情をユーモアたっぷりに
描いている． 
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